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平成14年７月８日、道民カレッジ学士第１号が誕生しました。学士
の称号を取得したのは、函館市在住の森幸子さん（バスガイド）です。
森さんは、道民カレッジ学長の堀達也北海道知事から、道庁知事応接
室において、学士認定書を授与されました。
堀学長は「森さんのように、道民カレッジでの学びを通して取得し

た知識や技能を実社会や生活の場で役立てている方が、早々と学士の
称号を取得されたことに心から敬意を表し、道としても地域に暮らし
地域を支える人々の生活向上と豊かな心を育むために、道民カレッジ
の輪をさらに広げていきたい。」とお祝いの言葉を贈りました。
森さんは、仕事の合間をぬって、簿記などの資格取得につながる講

座や、文学などの教養講座を受講し、学士の称号に必要な100単位を取得しました。「講義に通う時間を
作るのが大変だったけれど、友人もできて楽しかった。今後もパソコンなどの新しい分野に挑戦したい。」
と、次の目標である修士取得に向けての意欲を語りました。

道民カレッジ学士第１号誕生

この夏は如何お過ごしでしたか？
能力開発コースのパソコン講座を４週20日間で終了し、いよいよ簿記３級の受験生です。
第１回目の大学放送講座で、すべり出した生徒としては、この企画に出逢ったチャンス

として、今後も「卒業なし」の“学び”を楽しんでいくつもりです。幸い、３年半の休業
から立ち直り、更年期も乗り越え、再就職を果たせたのですから、道立函館高等技術専門
学院には、本当に心から感謝しています。販売士、経理事務、そして、この夏のパソコン

といずれも“バスガイド職”以外の社会理解に大きくつながりました。
20歳そこそこで、大自然にいどんだ北海道一周は、ホステリングブームの真っ最中でした。団塊の世

代に感謝しています。つまらぬ意地っ張りでヘマした若輩振りをしっかり受け止めて、50代中半で今だ
って気をつけていてさえ失敗するのですから、よくよくへんけんなしの受け止め方を工夫し、その方法
を創り出すためにも、この学びは後押ししてくれるものです。
二期目の大学放送講座の内容も、大好きな北海道の確かな明日を知る上で、知ったかぶりをしないで、

今後のマイク扱いでの“言葉探し”に落ち着きが加わること受け合いです。
たった今用意された“知”の場所を見逃し、聞き逃すのは、つくづくもったいない！！
函館での選択講座でご一緒できましたら是非お声をかけてください。
「邪悪」の世界から少しでも遠のいていられるように！！
今日も明日も、白と緑のツートンカラー、観光バスの「豊かさ探し」のお客様へのアドバイス！！
そして、何よりその日々の平安が弱者を知る自分の心を支えてくれるように祈りながら・・・
辛く痛みをともなったこの北海道の夏からきっと優しい秋の訪れを願いながら、これからも一緒に学んで

いきましょう。

『道民カレッジで学ぶ皆様へ』 函館市　森　　　幸　子



昨年度、「大学放送講座」を視聴していただき、番組の感想や、放送講座全体のテーマである『北海道の人づくり、
地域づくり』について北海道に対する思いなどが込められたレポートが多数提出されました。その中から３通をご紹
介いたします。

高齢者や障害者の終生保護という施設をつく
り、しかも遠くへ隔離、分断するような社会は
異常であることから、この理念を拡げて、老人
ホームのアパート化や、コミュニティ・ケアの
重視、地域福祉の拡充、医療・教育と福祉の統
合化の動向が生じてきておりますが、北海道で
は、昭和59年に知的障害者が、地域の住居で暮
らす生活寮なる制度を発足させ、また、国にお
いても民間施設の実績等の情勢をとらえ、平成
元年に「グループホーム」制度の発足をみてお

りますが、やはり何と言っても一番大切なのは、
どんな重度な障害を持っていても、地域のなか
で普通に暮らす社会の実現が、ノーマライゼイ
ション社会の実現であり、共生社会の創造に尽
きるのである。これからの福祉行政は、行政主
導の施策でなく、障害者自ら発信する機会をつ
くってやり、その障害者の意見を充分取り入れ
られた福祉施策が今日待ち望まれている福祉と
言っても過言ではないと思料いたします。

「福祉と人づくり、地域づくり」～これからの福祉行政について 美唄市　山下　安信

今回のテレビ講座は、理論的なことよりも事
例が多くて大変わかりやすかった。特に、釧路
町の事例は、私の住んでいるところでもあり、
興味を持って学習できた。何年か前よりタウン
ウオッチングの様子は町報に載っていたが、あ
まり関心はなかった。この講座を始めてからは、
見方が変わってきて、これからはまちの宝の発
見に目を向けていこうと思うようになってきた。

わが町が、まちづくりの事例になったことは、
私の認識不足でした。
今、町村合併問題が話題に上り、釧路市との

合併が迫られているが、新たなまちづくりとし
ての課題も発生すると思う。未来に向けて、子孫
へ素晴らしい環境を残すために、まちづくりの意
義は大きい。私たちの責任も大きいと思う。

「住環境と人づくり、地域づくり」～北海道の人づくり、地域づくり

私がパソコンを購入したのは昨年の５月、そ
れまでワープロは使用していたものの、パソコ
ンを使えるとは思っていませんでした。主人の
転勤で礼文島で生活することとなり、ゆっくり
とした時間の中で、パソコンを覚えたいと思い、
また、礼文島の美しい風景や、可憐で希少な
花々をデジカメにおさめたり、友人知人にも礼
文島の素晴らしさを知らせてあげられたらと思
い、パソコンの購入を決意しました。何とかメ
ールを送ることが出来るようになると、自分が
デジカメで写した画像も送りたいと思うように
なり、時間はかかりましたが、今では簡単な画
像を付け送ることが出来るようになりました。
また、我が家の二人の子どもたちは、札幌・根

室と離れていますが、メールのやりとりで、近
況を知り合うことが出来ます。直接会っても、
なかなか話せないことなども、メールの中だと
率直な気持ちを明かしてくれるなど、とても良
いコミュニケーションをとっています。手紙や
電話ですと、一方通行になりがちですが、電子
メールですと、自分の好きな時間に入力し、都
合の良い時に受けることが出来、大変都合が良
いです。世界中のどこにいても、電話が通って
いれば、インターネットを利用出来ることは、
生活の幅を広げ、人々のネットワークが広がり、
今後ますます欠かすことの出来ない、必要不可
欠なものとなっていくと思います。

「産業情報と人づくり、地域づくり」～私とインターネット

釧路町　男　性

礼文町　金山　陽子

13年度道民カレッジ「大学放送講座」レポート紹介

＊　今年度も10月5日（土）～11月9日（土）まで6回、「大学放送講座」を放映いたしますので、ぜ
ひ視聴して、 レポートを提出してください。1番組につき1レポートを提出していただきま
すと、1単位を認定いたします。



平成13年９月14日に「道民カレッジ」が開講して１年が経ちました。道民カレッジで学ぶ仲間がどんどん増え、講
座受講先で出会った受講生同士が友だちになって、別な講座を一緒に受講するなど、「道民カレッジ」の輪は全道に
広がりつつあります。今後もこの輪をより大きなものとし、多くの皆さま方に参加していただける「道民カレッジ」
を目指します。

（平成14年８月31日現在　9,121人）

＊　今後も多くの道民の皆さまに活用される「道民カレッジ」にしていきたいと考えておりますので、「道民カレ

ッジ」に対するご意見・ご感想などありましたら、ぜひお寄せください。

〒060－0002 札幌市中央区北２条西７丁目　かでる２.７ビル９階

（財）北海道生涯学習協会　学習振興課　道民カレッジ事務局

TEL 011－231－4111 内線36－343 FAX 011－281－6664 E-mail college＠hsgk.jp

■ 連携講座受講風景 ■

公開講座終了後の資料展示会場にて 大学での受講・・大学生気分で

全道に広がれ！道民カレッジ生の輪
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「自然景観」と人づくり、地域づくり

北海道情報大学　井野　　智教授

当別町総合福祉センター「ゆとろ」（当別町西町）

当別町役場企画課

TEL 01332－3－3073

当別町 10月18日（金）18：30～20：30

テーマ

講　師

会　場

申込先

「水辺林」と人づくり、地域づくり

北海道工業大学　柳井　清治教授

釧路市生涯学習センター（釧路市幣舞町4－28）

釧路市生涯学習センター

TEL 0154－41－8181

釧路市 11月9日（土）14：00～16：00

テーマ

講　師

会　場

申込先

「子育て」と人づくり、地域づくり

北海道浅井学園大学　山谷敬三郎教授

蘭越町山村開発センター（蘭越町蘭越258）

蘭越町公民館　TEL 0136－57－5030

蘭越町 11月10日（日）10：00～12：00

テーマ

講　師

会　場

申込先

「遺跡保護」と人づくり、地域づくり
札幌大学　木村　英明教授
上磯町総合文化センター（かなで～る）
（上磯町中野通２丁目13－1）
上磯町教育委員会社会教育係
TEL 0138－73－3111 内線284

上磯町 11月27日（水）18：30～20：30

テーマ
講　師
会　場

申込先

「子育て」と人づくり、地域づくり

北海道浅井学園大学　山谷敬三郎教授

旭川市民文化会館（旭川市７条通９丁目）

旭川市教育委員会生涯学習課総務企画係

TEL 0166－25－7190

旭川市 １月25日（土）13：30～15：30

テーマ

講　師

会　場

申込先

「水産資源」と人づくり、地域づくり

北海道東海大学　西山　恒夫教授

羽幌町中央公民館（羽幌町南６条２丁目）

羽幌町中央公民館　

TEL 01646－2－1178

羽幌町 11月20日（水）19：00～21：00

テーマ

講　師

会　場

申込先

テーマ

講　師

会　場

申込先

「遺跡保護」と人づくり、地域づくり

札幌大学　木村　英明教授

厚真町総合福祉センター（厚真町京町120）

厚真町教育委員会生涯学習課生涯学習係

TEL 01452－7－2321 内線555

厚真町 11月21日（木）18：30～20：30

「自然景観」と人づくり、地域づくり

北海道情報大学　井野　　智教授

長沼町民会館（長沼町中央南２丁目３－２）

長沼町教育委員会　社会教育係

TEL 01238－8－2111

長沼町 2月3日（月）18：30～20：30

「8020運動・健康日本21」と人づくり、地域づくり
北海道医療大学　平井　敏博教授
かでる２.７大会議室
（札幌市中央区北２条西７丁目）
（財）北海道生涯学習協会学習振興課
TEL 011－231－4111 内線36－343

札幌市 2月24日（月）13：30～15：30

テーマ
講　師
会　場

申込先

「水産資源」と人づくり、地域づくり

北海道東海大学　西山　恒夫教授

乙部町公民館（乙部町字館浦44番地）

乙部町教育委員会社会教育課

TEL 01396－2－2253

乙部町 2月8日（土）13：00～15：00

テーマ

講　師

会　場

申込先

テーマ

講　師

会　場

申込先


